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佐
井
村
村
民
憲
章

匸

学

ぶ
意
欲
を

も
ち
、
知

性
と

良
識

の

あ

ふ
れ

る
村
を
つ

く
り

ま
す
。

匸

健
康

と
安
全

を
心
が

け
、

明

る
く
楽
し

い
村
を
つ
く
り
ま
す

『

勤
労

を
喜
び

、
力
を

合
わ
せ

て

豊

か
な
村

を
つ
く

り
ま

す
。

『

自
然

を
守
り

、
人
を
愛

し

、

心

や
さ
し

い
村
を

つ
く
り

ま
す

コ

心
身

と
も
に

健
全
な

子
の
育

つ

暖
か
い
家

庭
と
村

を
つ
く
り
ま
す
、

元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ご
も
た
ち

春
の
大
運
動
会

絶
好
の
運
動
会
日
和
と
な
っ
た

六
月
五
日
、
管
内
小
中
学
校
で
舂

の
大
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

徒
競
走
、
技
走
、
綱
引
き
、
リ

レ
ー
、
応
援
に
と
元
気
い
っ
ぱ
い

の
児
童
生
徒
に
、
父
兄
か
ら
さ
か

ん
に
声
援
が
送
ら
れ
、
春
の
空
に

こ
だ
ま
し
て
い
ま
し
た
。

・・ 主 な 内 容 Ｓ・・

ページ

２ 選挙のおしらせ

３ 村の話題

４ 教育だより

５ 矢越願掛岩（川

６～７ 社教だより

８ 保健婦だより

９ 税務だより

年金だより

１０～１１ 父母だより

１２ おしらせ

１３ 投稿

「ササの花咲く年は」

１４ 戸籍の窓口



「よく確かめて
しっかり投票」

投票日
は

７
月

６
日（日）

参 議 院 議 員 通 常 選 挙

衆 議 院 議 員 総 選 挙

最高裁判所裁判官国民審査

明
る
い
選
挙
を
実
現
す
る
た
め

選
挙
の
意
義
を
白
覚
し
、
選
挙
の

正
し
い
ル
ー
ル
を
守
り
な
が
ら
、

進
ん
で
投
票
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
今
回
は
、
衆
議
院
議
員
総

選
挙
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民

審
査
、
参
議
院
比
例
代
表
選
出
議

員
選
挙
、
参
議
院
青
森
県
選
挙
区

選
出
議
員
選
挙
が
同
時
に
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
た
め
、
投
票
の
際

は
「
よ
く
確
か
め
て
、
し
っ
か
り

投
票
」
し
ま
し
ょ
う
。

責
任
あ
る
投
票
で

真
実
の
人
を
選
ぼ
う

’
投

票

の

順

序

各
投
票
所
で
の
投
票
の
順
序
は

次
の
と
お
り
で
す
。

投
票
用
紙
の
色
を
確
認
し
、
ま

ち
が
い
の
な
い
よ
う
投
票
し
ま
し

①
最
初
に
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

ま
ず
一
回
目
は
、
衆
議
院
議
員

総
選
挙
（
水
色
）
と
最
高
裁
判
所

裁
判
官
国
民
審
査
（
ピ
ン
ク
）
の

投
票
用
紙
が
一
枚
づ
つ
、
計
二
枚

渡
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
取
っ

た
ら
記
載
台
で
書
い
て
、
指
定
さ

れ
た
投
票
箱
に
二
枚
と
も
入
れ
ま

す
。

②
次
に
、
参
議
院
議
員
選
挙
区
選

出
議
員
選
挙

衆
議
院
と
最
高
裁
の
投
票
が
済

む
と
、
参
議
院
議
員
選
挙
区
の
投

票
用
紙（
黄
色
）
が
渡
さ
れ
ま
す
。

記
載
台
で
書
い
て
、
指
定
さ
れ

た
投
票
箱
に
入
れ
ま
す
。

③
そ
し
て
、
参
議
院
議
員
比
例
代

表
選
出
議
員
選
挙

最
後
の
投
票
は
、
参
議
院
議
員

‘

比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
の
投
票

用
紙
（
白
色
）
が
渡
さ
れ
ま
す
。

記
載
台
で
書
い
て
、
指
定
さ
れ

た
投
票
箱
に
入
れ
ま
す
。

こ
れ
で
、
全
部
の
投
票
が
済
ん

だ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
一
人
の
投
票
者
が

三
回
に
分
け
て
全
部
で
四
枚
の
投

票
用
紙
を
受
け
、
指
定
さ
れ
た
三

つ
の
投
票
箱
に
入
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
投
票
の
順
序

は
、
各
投
票
所
で
そ
れ
ぞ
れ
分
り

や
す
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○投票所及び投票時間は次のとおりです

投 票 区 投 票 所 投 票 吽 間

１．大佐井 青 年 研 修 所 午前 ７時～午後 ６吽

２．古佐井 農 業 研 修 セ ン タ ー μ

３．原 田 原 田 集 会 所 μ

４．川 目 地区生活改善センター μ

５．矢 越 地区生活改善センター μ

６．磯 谷 磯 谷 集 会 所 μ

７．長 後 地区生活改善センター μ

８．福 浦 地区生活改善センター μ

９．牛 滝 牛 滝 集 会 所 μ

○開票場所・開票時間は次のとぉりで す

開 票 場 所 開 票 日 時

佐井村振興センター（総合研修室） ７月７囗（月）午前 ８時３０分～



六
月
一
日
、
村
内
外
か
ら
千
数

百
名
の
人
た
ち
が
願
掛
公
園
に
集

り
、
「
が
ん
か
け
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
例
年
に
な
く
ツ
ツ
ジ
が

色
よ
く
咲
き
訪
れ
た
人
た
ち
の
人

気
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

観
光
名
所
「
仏
ヶ
浦
」
の
表
玄

関
と
し
て
年
々
訪
れ
る
観
光
客
も

多
く
な
り
、
村
も
願
褂
公
園
の
観

光
宣
伝
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

近
年
、
願
い
事
が
成
就
す
る
と
い

う
こ
と
で
、
特
に
若
い
カ
ッ
プ
ル

で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

午
前
十
時
三
十
分
「
が
ん
か
け

ま
つ
り
」
の
開
会
宣
言
に
フ
づ
き

佐
井
中
学
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
演
奏
会
で
幕

を
開
け
、
男
が
ん
か
け
岩
の
七
合

目
に
あ
る
天
狗
様
に
お
神
楽
奉
納

の
あ
と
、
天
越
若
者
仝
に
よ
る
郷

土
芸
能
「
大
謀
網
ば
や
し
」
や
手

踊
り
、
さ
ら
に
は
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
の
日
本
舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会

綱
引
き
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
、
矢

越
婦
人
部
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
「
も

ち
つ
き
」
「
マ
ル
ゴ
汁
」
の
サ
ー

ビ
ス
な
ど
、
多
彩
な
催
し
が
行
わ

れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
楽
し
い
一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
が
ん
か
け
ま
つ
り
」
に

協
賛
し
て
、
仲
浜
商
店
会
に
よ
る

青
空
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ワ
イ
ン
試
食

な
ど
の
前
夜
祭
が
五
月
三
十
一
日

午
前
十
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で
、

仲
浜
三
上
駐
車
場
で
行
わ
れ
、
終

日
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

がんかけまつり風景 ▼大勢の人で振わう仲汳商店会

火葬場 を
清掃奉 仕

佐
井
村
婦
人
会
で
は
、
五
月
二

十
八
日
、
昨
年
に
引
き
続
き
長
い

間
に
た
ま
っ
た
枯
れ
草
や
ゴ
ミ
な

ど
火
葬
場
周
辺
の
清
掃
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。

当
日
は
会
員
三
十
名
程
が
集
り
、

そ
れ
ぞ
れ
手
際
よ
く
作
業
に
あ
た

り
、
火
葬
場
周
辺
は
す
っ
か
り
き

れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

楽し酋つた學節僮盲躇村
で
は
、
毎
年
春
と
秋
の
二
回

季
節
保
育
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
五
月
十
七
日
か
ら
六
月

十
六
日
ま
で
の
一
ヶ
月
間
に
わ
た

り
、
弘
前
女
子
厚
生
学
院
か
ら
、

保
母
さ
ん
の
実
習
生
七
名
が
来
て

長
後
、
福
浦
、
牛
滝
地
区
で
開
か

れ
ま
し
た
。

い
つ
も
は
や
ん
ち
や
な
子
ど
も

た
ち
も
、
一
ヶ
月
に
わ
た
る
集
団

生
活
の
中
で
、
歌
や
お
ゆ
う
ぎ
、

お
絵
書
き
な
ど
楽
し
い
日
々
を
過

ご
し
な
が
ら
、
み
ん
な
仲
よ
し
の

い
い
子
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
子

ど
も
た
ち
は
、
秋
の
季
節
保
育
所

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

▲長 後 地区

▲牛滝地区
… － …… －
▲ 福 浦 地 区

緑を守る心新たに

五
月
二
十
七
日
、
古
佐
井
山

国
有
林
で
、
佐
井
営
林
署
の
開

設
百
周
年
を
記
念
す
る
植
樹
祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
約
二
百
名
が
参
加
、

営
林
署
員
の
指
導
の
も
と
、
村

の
木
に
指
定
し
て
い
る
ヒ

バ
の

木
五
本
と
六
百
本
の
杉
の
苗
木

を
全
員
で
植
え
ま
し
た
。



教
育
だ
よ
う

峠

へ

の

道

中

谷

サ
ツ

ヱ

住
民
に
な
っ
て
、
一
ヶ
月
半
位

た
ち
ま
し
た
。
昨
今
、
婦
人
講
座

の
チ
ラ
シ
を
戴
き
、
勇
気
を
出
し

て
俳
句
と
短
歌
講
座
に
参
加
し
ま

し
た
。
十
二
年
位
前
、
始
め
て
下
北
、

ま
た
佐
井
村
に
来
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
時
は
、
夕
方
着
、
翌

朝
出
発
の
状
態
で
、
観
光
な
ら
い

ざ
知
ら
ず
、
村
の
雰
囲
気
な
ど
も

判
ら
ず
記
憶
が
遠
い
も
の
で
し
た
。

そ
の
時
、
泊
め
て
も
ら
っ
た
お
ば

さ
ん
の
事
は
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い

出
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
四
月
、
夫
の
転
勤
で
佐
井

と
判
っ
た
時
、
お
ば
さ
ん
に
仝
え

る
か
も
知
れ
な
い
と
思
い
な
が
ら
。

最
北
端
へ
と
走
っ
て
き
ま
し
た
。

一
段
落
し
た
頃
、
早
速
尋
ね
て

兒
る
と
そ
の
元
気
さ
、
張
り
き
り

様
、
今
朝
は
子
供
達
の
交
通
指
導

に
立
っ
て
来
た
と
か
、
又
、
婦
人

会
活
動
に
励
ん
で
い
て
、
そ
の
講

座
課
目
の
受
講
ぶ
り
を
聞
か
さ
れ
、

私
も
参
加
し
て
み
よ
う
か
、
と
意

欲
が
出
ま
し
た
。

今
日
の
講
座
は
、
自
然
を
守
り
、

愛
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
川
目
か

ら
峠
、
磯
谷
峠
へ
と
廻
り
、
昨
夜

の
ｍ

も
さ
っ
と
や
み
、
暑
く
も
な

け
れ
ば
寒
く
も
な
く
、
丁
度
よ
い

入

イ
キ
ン
グ
日
和
で
、
バ
ス
か
ら

降
り
、
少
し
歩
き
ま
し
た
が
気
分

が
よ
く
も
っ
と
歩
き
た
い
位
で
し

た
。先
生
の
説
明
も
、
ユ
ー
モ
ア
た

っ
ぷ
り
で
、
次
か
ら
次
へ
と
鳥
や

草
の
名
前
が
飛
び
出
し
、
耳
を
素

通
り
し
た
事
も
多
い
が
、
そ
れ
で

も
草
の
名
前
を
八
種
類
位
覚
え
ま

し
た
。
庭
の
ク
ロ
ー
バ
ー
位
し
か

判
ら
な
い
私
に
は
、
非
常
に
有
意

義
な
一
日
で
大
き
な
収
入
で
し
た
。

実
年
主
婦
を
返
上
し
、
若
妻
の
つ

も
り
で
今
後
も
、
各
種
講
座
に
励

み
た
い
も
の
で
す
。

峠

へ

行

こ

う

木

村

さ
ち
子

五
月
十
六
囗
、
前
日
の
天
気
と

は
打
っ
て
変
か
っ
た
爽
や
か
な
春

風
と
陽
射
し
の
中
、
婦
人
講
座
の

俳
句
と
短
歌
の
教
室
が
開
か
れ
た
。

一
行
八
名

は
バ
ス
に
ゅ
ら
れ
、
一

路
川
目
へ
。

峠
入
口
で
バ
ス
を
降
り
、
其
処

い
ら
を
散
策
す
る
。
ど
こ
か
ら
と

も
な
く
聞
こ
え
る
鳥
の
囀
り
、
そ

し
て
道
端
に
は
名
も
知
ら
ぬ
野
草

が
咲
い
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
心

が
洗
わ
れ
た
思
い
に
な
る
。

「
ふ
だ
ん
何
気
な
く
見
て
い
る

花
で
も
私
達
と
同
じ
で
、
一
つ
一

つ
戸
籍
が
あ
る
の
で
す
よ
Ｊ
と
、

ヤ
エ
ム
グ
ラ
、
セ
リ
科
の
ミ
ヤ
マ

セ
ン
キ
ュ
ウ
、
鈴
蘭
に
似
た
花
を

付
け
る
ナ
ル
コ
ユ
リ
、
小
さ
い
頃

風
車
を
作
っ
て
遊
ん
だ
ヤ
づ
不
草
、

食
用
に
な
る
エ
ゾ
エ
ユ
ウ
、
ア
マ

ニ
ュ
ウ
、
そ
し
て
ス
ミ
レ
は
葉
の

形
で
、
数
種
類
に
分
け
ら
れ
る
と

い
う
事
な
初
め
て
知
っ
た
。

春
の
香
一
杯
の
山
菜
等
を
採
り

な
が
ら
、
峠
の
頂
を
め
ざ
す
。

新
緑
の
木
の
開
か
ら
見
え
る
海
、

小
舟
が
Ｉ
、
二
艘
浮
か
び
、
崖
に

し
が
み
つ
く
よ
う
に
し
て
咲
く
山

ツ
ツ
ジ
、
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
の
薄
紫
、

權
木
の
中
に
風
に
ゆ
ら
れ
て
咲
く

イ
カ
リ
草
、
ｉ

こ
れ
だ
け
で
一

枚
の
絵
と
な
り
、
句
を
詠
む
格
好

の
題
材
と
な
る
の
だ
ろ
う
が
、
そ

の
よ
う
な
心
の
な
い
私
に
と
っ
て

は
、
も
ど
か
し
さ
を
思
い
つ
つ
も
、

改
め
て
自
然
の
豊
か
さ
、
美
し
さ

を
感
じ
な
い
で
は
い
ら
れ
な
か
っ

た
。小
休
止
の
際
の
お
話
し
よ
り
、

古
来
漢
字
は
中
国
よ
り
と
思
い
が

ち
で
あ
る
が
、
「
峠
」
だ
け
は
、
日

本
人
が
作
っ
た
と
い
う
こ
と
。

イ
カ
リ
草
に
つ
い
て
は
、
中
国

の
故
事
に
、
こ
れ
を
食
べ
た
牡
羊

が
、
た
ち
ま
ち
元
気
を
取
り
戻
し
、

沢
山
の
牝
羊
に
挑
め
た
と
い
う
事

で
、
「
淫
羊
か
く
」
の
別
名
、
干
し

た
物
は
漢
方
薬
に
な
る
と
い
う
。

願
掛
岩
で
は
、
こ
こ
だ
け
し
か

な
い
と
い
う
植
物
の
事
、
自
然
保

護
に
対
す
る
あ
れ
こ
れ
等
、
考
え

さ
せ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

俳
句
や
短
歌
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

か
ら
少
し
ず
つ
学
よ
事
と
し
、
機

知
に
富
む
講
師
の
お
話
し
と
、「
峠

行
き
」
は
、
久
し
振
り
に
心
が
洗

わ
れ
、
そ
し
て
豊
か
に
も
な
っ
た

実
り
の
あ
る
、
ひ
と
時
で
し
た
。

第
一
九
三
回

全
国
珠
算
教
育
連
盟
主
催

珠
算
検
定
試
験
合
格
者

二
級

坪

谷

麻
実
子

三
級

宮

川

尚

美

四
級

浜

野

忠

春

五
級

大

畑

恭

子

″

三

戸

裕
紀
子

六
級

品

田

多
華
子

六
級

坪

谷

絵
里
子

七
級

山

囗

健

二

″

宮

川

亜

希

”

佐

智一

美
友
希

．

″

宮

野

達

也

九
級

奥

本

良

子

十
級

竹

内

優

穂

″

木

部

め
ぐ
み

渋
田
そ
ろ
ば
ん
教
室

合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す



願

掛

岩

が

矢

越

正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
の
南

部
領
絵
図
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、

「
矢
越
」
と
い
う
固
有
名
詞
は
、

始
め
は
集
落
を
指
し
た
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
古
く
は
、
願
掛
岩
を

意
味
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

享
保
初
期
（
一
七
一
六
）
に
、

初
め
て
大
屋
の
木
下
与
三
郎
家
が
、

こ
の
地
へ
住
み
つ
き
、
そ
の
後
人

家
の
増
加
と
共
に
、
矢
越
は
、
集

落
名
に
変
っ
た
の
で
あ
る
。

明

治

二
二
年

ま
で

の
矢

越

享
保
六
年

二

七
二

二
一
戸

享
和
二
年

二

八
口

一
）九
戸

明
治
八
年

八
戸

明
治
十
七
年

八
戸

明
治
二
二
年

九
戸

享
和
二
年
か
ら
明
治
二
二
年
ま
で

の
八
七
年
間
、
戸
数
は
九
戸
ど
ま

り
で
増
加
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

も
と
も
と
、
矢
越
元
村
の
地
帯
は
、

ア
イ
ヌ
語
の
、
岩
崖
の
た
め
、
浜

伝
え
が
で
き
ず
、
止
む
な
く
陸
地

を
越
え
る
と
い
う
、
ヤ
（
岡
・
陸

地
を
）
ク
シ
（
通
る
）
イ
（
処
）

に
ふ
さ
わ
し
い
所
で
あ
っ
た
。

今
の
道
路
ま
で
、
背
後
の
崖
地

が
迫
り
、
ゴ
ロ
タ
石
、
岩
礁
で
あ

っ
た
。
家
を
建
て
る
時
は
、
背
後
の
土

石
を
け
ず
り
、
で
き
る
だ
け
奥
へ

引
き
こ
め
た
と
古
老
た
ち
は
語
る
。

こ
の
よ
う
な
、
立
地
条
件
の
悪

い
所
に
、
な
ぜ
集
落
が
形
成
さ
れ

た
の
か
？

冂
藩
政
時
代
に
、
異
国
船
に
備
え

て
砲
台
の
あ
っ
た
、
日
和
山
（
シ

ュ
リ
山
）
か
ら
、
突
き
だ
し
た
岬

は
、
西
波
を
さ
え
ぎ
る
天
然
の
防

波
堤
の
役
割
り
を
し
て
く
れ
、
荒

波
の
直
接
的
侵
入
を
や
わ
ら
げ
て

く
れ
る
。

凵
本
村
佐
井
も
近
く
往
来
は
楽
で

あ
る
。

目
佐
井
寄
り
に
は
、
台
地
や
平
地

が
続
き
、
分
家
用
の
土
地
が
確
保

さ
れ
や
す
い
。

四
何
よ
り
も
、
前
浜
に
は
魚
介
、

海
藻
類
が
豊
か
で
、
そ
れ
に
よ
る

生
活
の
維
持
が
で
き
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。

明

治

四

十

二

年

十

五

戸

－

共
同
網

矢
越
で
は
、
ボ
ト
ア
ケ
ノ
マ
を

基
点
と
し
て
、
モ
リ
コ
を
含
み
。

横
五
十
間
（
八
九
米
）

縱
二
十
間

言
一
六
米
）

ボ
ト
ア
ケ
ノ
マ
か
ら
沖
合
へ
、

二
六
八
米
地
点
へ
、
十
二
名
共
同

で
、
イ
カ
角
網
と
し
て
県
に
申
請

し
て
い
る
。
そ
の
ね
ら
い
は
、
マ

ク
ロ
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

下
北
の
海
に
マ
ク
ロ
網
（
大
謀

網
）
が
始
め
て
建
て
ら
れ
た
の
が
、

明
治
三
十
年
で
あ
る
。
三
十
五
年

か
ら
大
漁
の
連
続
で
、
こ
の
ブ
ー

ム
は
、
四
十
年
ご
ろ
ま
で
続
く
の

で
あ
る
。

矢
越
の
共
同
網
の
時
期
は
、
毎

年
四
月
一
日
か
ら
八
月
ご
二

日
ま

で
と
し
て
い
る
。

こ
の
網
の
免
許
期
間
は
、
明
治

四
十
二
年
四
月
か
ら
、
同
五
二
年

三
月
ま
で
の
十
ヶ
年
と
し
て
、
申

請
を
県
知
事
武
田
千
代
三
郎
に
提

出
し
た
が
、
惜
し
い
こ
と
に
、
同

四
二
年
七
月
一
日
付
で
も
っ
て
、

不
許
可
と
な
っ
た
。

こ
の
時
の
共
同
者
は
、
代
表
館

脇
繁
松

館
脇
末
吉

館
脇
権
太

郎

館
脇
春
松

工
藤
弥
十
郎

宮
川
徳
松

宮
沢
岩
松

中
村
兼

松

宮
木
卯
三
郎

申
村
ま
る

木
下
初
之
助

川
畑
安
太
郎

宮

木
ゑ
つ
（
未
成
年
に
つ
き
、
後
見

人
と
し
て
宮
本
よ
ん
）

申
請

明
治
四
二
年
三
月
十
七

こ
れ
に
先
立
ち
、
明
治
三
十
六

年
十
二
月
か
ら
の
共
同
網
は
、
引

フ
つ
き
共
同
経
営
す
る
こ
と
に
な

り
、
明
治
四
十
二
年
十
月
二
七
日

付
の
申
請
で
は
、

代
表
館
脇
末
吉

館
脇
繁
松

工
藤
弥

十
郎

宮
川
徳
松

中
村
ま
る

館
脇
春

松

田
中
末
蔵

中

村
兼
松

宮
本
俚
二

郎

館
脇
権
太
郎

木
下
初
之
助

宮
沢

べ
ん

川
畑
安
太
郎

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
中
村

ま
る
、
宮
沢
べ
ん
、宮
未
よ
ん
（
宮

木
ゑ
つ
Ｉ

が
末
成
人
の
た
め
後

見
人
）
の
女
世
帯
も
共
同
加
入
者

と
し
て
認
め
、
互
助
の
村
作
り
を

し
て
い
る
事
で
あ
る
。
矢
越
の
人

達
の
当
時
の
人
情
の
厚
さ
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。

矢
越
の
戸
数
は
、

明
治

四
二
年

十
五
戸

大
正

十
四
年

二
二
戸

昭
和

五
年

三
二
戸

昭
和

十
一
年

三
二
戸

昭
和

五
一
年

五
七
戸

昭
和

五
五
年

六
八
戸

昭
和

六
一
午
（
五
月
）七
十
戸

と
増
加
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

（
次
号
へ
続
く
）



枇
龠
臘
肓
紀
よ
り

第６回

函
館
・
下
北
交
流

婦
人
視
察
終
る

去
る
六
月
六
日
・
七
日
、
道
南

地
方
と
北
通
り
地
方
の
各
市
町
村

か
ら
総
勢
六
十
余
名
の
婦
人
が
一

同
に
会
し
、
婦
人
の
活
動
状
況
、

歴
史
的
関
連
性
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

佐
井
村
振
興
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に

盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。

主
管
で
あ
る
佐
井
村
か
ら
石
沢

村
長
、
浜
中
婦
人
会
長
の
歓
迎
の

こ
と
ば
に
続
き
、
大
石
公
民
館
長

補
佐
か
ら
「
佐
井
村
の
今
昔
－

津

軽
海
峡
秘
話
１
」
の
講
話
が
あ
り

午
後
か
ら
は
仏
ヶ
浦
の
視
察
に
出

発
し
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
大
石
補
佐

の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
名
ガ
イ
ド

に
耳
を
傾
け
、
心
ゆ
く
ま
で
名
勝

を
探
訪
し
ま
し
た
。
夜
は
同
セ
ン

タ
ー
で
の
交
流
会
が
盛
大
に
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
各
市
町
村
の
紹
介

に
続
き
、
歌
と
踊
り
が
披
露
さ
れ

な
ご
や
か
な
仝
で
し
た
。

フ
つ
い
て
、
各
宿
泊
会
場
で
は

更
に
親
交
を
深
め
る
た
め
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
物
を
持
ち
寄
り
、
と
っ

て
お
き
の
話
し
に
花
が
咲
气

と

て
も
盛
会
で
し
た
。

二
日
目
は
原
田
、
川
目
地
区
の

婦
人
の
皆
さ
ん
の
指
導
に
よ
り
、

ベ
コ
餅
づ
く
り
の
実
習
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
今
ま
で
の
交
流
会
で

は
な
か
っ
た
初
め
て
の
ケ
ー
ス
で

吝

グ
ル
ー
プ
に
別
れ
、
緊
張
と
不

安
の
中
で
の
実
習
で
し
た
が
、
思

い
思
い
の
型
が
出
来
上
が
る
に
し

た
が
っ
て
、
不
安
も
ど
こ
え
や
ら

楽
し
さ
と
、
に
ぎ
や
か
き
に
変
り

と
て
も
楽
し
い

Ｉ
コ
マ
で
し
た
。

出
来
上
が
っ
た
も
の
を
各
班
ご
と

に
試
食
し
な
が
ら
終
っ
た
実
習
は

と
て
も
有
意
義
で
し
た
。

原
田
、
川
目
地
区
の
婦
人
の
皆

さ
ん
、
本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

来
年
は
北
海
道
恵
山
町
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

佐井村の婦人 たちの発表

べこ もちづ くり

昭和６１年度

佐井村成人式

日 時 昭和６１年８月１５［順

午前１０時から

会 場 佐刑振興センター

対象者 昭和４１年４月２卜 昭和４２

年４月１日に出生された方

村内子ども会育成者（
前期）研 修 会

▲研修会の風景

六
月
十
九
日
、
二
十
日
の
二
日

間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
子
ど

も
会
育
成
者
研
修
会
は
約
３０
名
の
。

参
加
者
が
あ
り
盛
会
の
う
ち
に
終

了
し
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
小
林
孝
子
体
育
指

地

域

に
拓
か

れ
た
家

庭

教
育

中
学
校
期

①

家
族
団
ら
ん
の
必
要
性

一
、
家
族
団
ら
ん
に
は
、
ま
ず
夫

婦
円
満
な
家
庭
づ
く
り
の
努
力
が

必
要
で
す
。

一
、
親
子
の
心
が
あ
た
た
か
く
通

い
合
う
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、

親
子
で
テ
レ
ビ
を
同
時
視
聴
す
る

な
ど
、
ふ
だ
ん
か
ら
意
図
的
な
話

し
あ
い
の
機
会
を
つ
く
る
こ
と
で

す
。
日
常
生
活
に
お
い
て
、
親
子

の
間
に
意
兒
の
く
い
違
い
が
よ
く

導
委
員
か
ら
子
ど
も
会
活
動
に
必

要
な
ゲ
ー
ム
、
歌
、
レ
ク
ダ
ン
ス

の
実
技
講
習
が
あ
り
、
休
を
動
か

し
な
が
ら
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

実
際
を
学
習
し
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
む
つ
市
少
年
教
育

指
導
委
員
長
大
邑

登
喜
夫

先
生

（
大
平
小
学
校
教
諭
）
を
講
師
に

迎
え
、
１６
ミ
リ
映
画
「
子
ど
も
仝

の
班
活
動
」
を
視
聴
し
、
子
ど
も

会
運
営
の
第
一
歩
で
あ
る
組
織
づ

く
り
、
そ
の
組
織
を
支
え
て
い
る

班
活
動
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
習

し
ま
し
た
。

子
ど
も
会
育
成
連
合
会
で
は
秋

に
後
期
研
修
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

出
て
き
ま
す
が
、
親
は
あ
せ
ら
ず

子
ど
も
と
じ
っ
く
り
話
し
あ
う
こ

と
で
す
。

一
、
健
全
な
親
子
関
係
を
成
立
さ

せ
る
た
め
に
は
、
親
は
子
ど
も
の

世
界
を
理
解
し
、
子
ど
も
は
親
の

生
活
や
仕
事
に
関
心
を
示
す
と
い

う
よ
う
な
、
親
子
一
体
感
の
自
覚

が
必
要
で
す
。

一
、
親
子
で
地
域
社
会
に
関
心
を

持
っ
た
話
し
あ
い
を
す
る
こ
と
が

あ
た
た
か
い
近
隣
関
係
や
ふ
れ
あ

い
の
あ
る
地
域
づ
く
り
に
貢
敝
す



る
人

づ
く

り

に

つ

な

が

っ
て

い

く

の

で
す

。

子

ど

も
の

心

理

の
理

解

一

、
こ

の
時

期
、

子

ど
も

が
、

社

会
人

と
し

て

の

勤
労

意

欲

を

養
う

よ

い
機

会

で

す

。

親
は

、

子

ど

も

を

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

な

ど

地

域
活

動

に
積
極
的
に
参
加
さ
せ
る
こ

と
で
す
。

一

、
子

ど

も

は
、

親
か

ら

の
独

立

を

求

め
る

一

方
、

相

談

相

手
や

心

の
よ

り

ど

こ

ろ
を
求
め
て

い
ま
す

。

親

は
、

子

ど

も

の
内

面

的
な

変

化

を
把
握
す
る
こ
と
で
す
。

一
、
子
ど
も
は
、
性
の
こ
と
に
つ

い
て
深
い
関
心
を
持
つ
時
期
で
す
。

親
は
、
性
教
育
を
す
る
最
も
よ
い

教
師
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

一
、
子
ど
も
の
わ
が
ま
ま
な
言
動

に
は
、
特
に
父
親
は
、
理
は
理
、

非
は
非
と
し
て
そ
れ
を
さ
と
す
こ

と
で
す
。

一
、
子
ど
も
は
、
自
立
心
旺
盛
な

時
期
で
す
。
親
も
自
身
の
人
生
を

創
造
し
、
子
離
れ
す
る
こ
と
で
す
。

第８回

町
内
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
結
果

男 子 の 部

磯 谷 Ｂ

大新緑Ａ

新 浦 Ｂ

矢 越

川 台 Ｂ

日 の 出

川 台 Ａ

川 原 町

磯 谷 Ａ

新 浦 Ａ

原 田

大新緑Ｂ

仲 浜

男 女混合の部

新 浦 Ｂ

川 台

仲 浜

川 原 町

原 田

日 の 出

新 浦 Ａ

大 新 緑

男子の部

優 勝 日の出チーム

準優勝 原田チーム

三 位 大新緑Ａチーム

三 位 磯谷Ａチーム

男女混合の部

優 勝 大新緑チーム

準優勝 川台チーム

三 位 原田チーム

三 位 仲浜チーム

佐
井
村
中
央
公
民
館

俳

句
と
短

歌
教

室

俳

句

鍵
掛
ま
つ
り

菊
池

み
や

風
立
ち
で
青
葉
ざ
わ
め
き
渡
り
ゆ

く若
葉
風
屋
外
演
奏
き
く
少
女

三
上

敏

踏
青
や
俳
友
つ
ど
う
峠
の
座

野
も
山
も
大
地
の
恵
み
青
さ
踏
む

か
ら
み
つ
く
杉
の
高
さ
や
藤
の
花

藤
浪
の
紫
揺
ら
ぎ
薄
れ
け
り

藤
房
の
も
の
憂
げ
に
し
て
風
揺
す

る

浜
中

よ
ん

一
日
の
長
し
と
思
う
五
月
雨

五
月
雨
の
音
も
㈲
に
響
く
な
り

窓
越
し
に
鯉
登
り
み
る
朝
の
晴

背
す
じ
延
ぶ
退
院
の
日
の
風
青
し

泉
田
タ
ツ
子

五
月
雨
の
晴
れ
て
山
ひ
だ
霞
湧
き

古
池
に
櫪
群
れ
泳
ぐ
五
月
晴

風
薫
る
旧
家
の
庭
に
大
銀
杏

紫
を
池
に
宿
し
て
下
り
藤

新
緑
を
仰
げ
ば
遠
く
雲
流
れ

川
岸
キ
ヨ
子

五
月
雨
や
茶
釜
か
す
か
に
揺
れ
お

り
ぬ

水
こ
ぼ
筒
音
静
寂
よ
り
夏
手
前

乙
女
等
の
点
前
の
指
し
な
や
か
に

女
病
み
詩
心
を
湧
か
す
丈
山
忌

紅
椿
い
ち
め
ん
こ
ぼ
れ
緋
を
敷
け

り花
吹
雪
み
な
そ
れ
ぞ
れ
の
髪
飾
り

田
名
部
ヒ
サ

木
洩
れ
光
言
旱
良
む
馬
の
背
に
ゆ

ら
ぐ
朝
靄
の
流
る
る
山
や
遠
郭
公

庭
の
藤
垂
れ
て
彼
方
の
山
見
え
ず

沢
蕗
や
鎌
を
濡
ら
し
て
水
走
り

軽
や
か
に
ペ
ダ
ル
踏
む
子
や
土
手

青
む
｝
弁
を
付
け
て
戻
り
し
花
見
か
な

（
峠
の
句
）

川
岸
キ
ヨ
子

春
光
の
溢
る
る
午
後
の
憲
章
碑

そ
よ
風
は
役
者
の
墓
石
さ
す
り
消

ゆ言
乗
陰
フ
ロ
ツ
ブ
ミ
啼
き
朧
お
ろ

す山
問
の
空
焉
く
し
て
百
千
鳥

心
蕗
を
㈲
弾
み
て
束
ね
け
り

俯
き
で
路
傍
回
咲
き
し
イ
カ
リ
草

ア
ズ
マ
菊
若
草
の
野
巳
色
密
め

花
白
し
エ
ゾ
イ
ヌ
ナ
ヅ
ナ
崖
渕
に

飛
び
交
す
イ
ソ
ヒ
ヨ
ド
リ
や
夕
暮

れ
る
言
ン
ヤ
ク
ン
ブ

ー
輪
挿
に
仄
暗
し

一
輪
草
森
林
浴
の
ひ
と
刻
に

中
谷
サ
ツ
ヱ

転
入
地
淋
し
さ
は
な
し
五
月
晴

大
石
健
次
郎

昭
和
四
十
二
年
尻
屋
崎
に
て

炎
天
に
反
趨
一
途
牛
据
わ
り

牧
牛
の
団
夏
日
は
草
舐
め
海
を
押

し夏
涛
の
岩
場
に
船
骸
朧
る
ば
か
り

ひ
と
色
に
部
落
絶
ち
つ
く
す
海
霧

の
渦
積
乱
雲
牧
牛
海
口
向
き
で
啼
き

突
鼻
の
灯
台
霧
笛
底
鵈
り
す

短

歌浜
中

よ
ん

電
線
に
フ
モ
巣
を
張
れ
る
如
く
に

し
継
ぎ
目
を
も
ち
し
わ
が
左
足

川
岸
キ
ヨ
子

姫
林
檎
雨
ふ
り
続
く
中
に
し
て
白

き
花
び
ら
綻
び
初
め
ぬ
中
谷
サ
ツ
ヱ

再
会
の
祈
り
を
も
ち
て
会
い
み
れ

ば
浜
中
よ
ん
さ
ん
老
い
て
張
切
る

最
果
て
の
村
に
来
た
り
で
人
々
の

鵈
厚
き
は
わ
れ
の
胸
打
つ

島
野

房
子

せ
せ
ら
ぎ
の
川
辺
に
夫
釣
竿
を
た

れ
て
楽
し
む
ひ
と
刻
に
し
て

時
あ
り
て
庭
の
牡
丹
に
見
と
れ
つ

つ
甘
酒
交
し
友
と
語
り
ぬ



保健婦だより
つ

つ

が

虫

病

に

要

注

意

つ
つ
が
虫
病
が
全
国
的
に
多
発

し
は
じ
め
て
お
り
、
新
聞
な
ど
で

も
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

青
森
県
で
も
今
年
に
入
っ
て
す

で
に
、
五
月
末
現
在
で
三
人
の
患

者
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

△

感

染

経

路

▽

つ
っ
が
虫
は
ダ
ニ
の
一
種
で
、

体
長
は
約
０
．
３
ミ
リ
、
幼
虫
期
に
野

ネ
ズ
ミ
な
ど
の
温
血
動
物
に
吸
着

す
る
習
性
が
あ
り
、
そ
の
際
偶
然

に
人
を
刺
し
、
吸
血
時
に
唾
液
と

と
も
に
つ
っ
が
虫
病
リ
ケ
ッ
チ
ャ

が
注
入
さ
れ
感
染
す
る
も
の
で
す
。

し
か
し
、
人
か
ら
人
、
ネ
ズ
ミ

か
ら
人
へ
の
直
接
の
自
然
感
染
は

あ
り
ま
せ
ん
。

△

症

状

▽

つ
っ
が
虫
病
患
者
の
症
状
は
、

悪
寒
、
頭
痛
、
筋
肉
痛
、
結
膜
充

血
な
ど
を
伴
い
突
然
発
熱
し
ま
す
。

体
温
は
段
階
式
に
上
昇
（
３８
～

４０
度
）
し
、
そ
の
後
四
肢
や
顔
面

な
ど
に
暗
赤
色
の
班
点
丘
疹
状
の

発
疹
が
現
わ
れ
ま
す
。

発
病
ま
で
の
潜
伏
期
は
８
日
か
ら

１１１１
日
間
で
す
。

△

予

防

対

策

▽

リ
ケ
ッ
チ

ヤ
保
有
つ
っ
が
虫
と

野
ネ
ズ
ミ
の
駆
除
が
根
本
的
対
策

で
す
が
、
現
実
に
は
困
難
な
た
め

山
林
、
草
地
な
ど
に
立
ち
入
る
場

合
は
、
次
の
事
項
を
守
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

］
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
長
靴
、
手

袋
な
ど
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

凵
み
だ
り
に
ヤ
ブ
の
中
で
寝
そ
べ

っ
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

旦

匹
ち
入
っ
た
後
は
必
ず
着
替
え

を
し
、
入
浴
で
付
着
の
お
そ
れ
の

あ
る
つ
っ
が
虫
を
洗
い
落
と
し
、

皮
フ
に
刺
し
囗
が
な
い
か
点
検
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

対
子

二
週
間
後
に
、
発
熱
に
発
疹

リ
ン
パ
節
腫
張
な
ど
の
症
状
が
現

わ
れ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
医
師

の
診
察
を
受
け
ま
す
。
こ
の
場
合
、

山
林
、
草
地
、
川
原
に
立
ち
入
っ

た
こ
と
を
医
師
に
話
す
こ
と
も
必

要
で
す
。

初
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
が
多
発

シ
ー
ズ
ン
で
す
が
、
農
作
業
や
山
菜

採
り
中
に
感
染
す
る
ケ
ー
ス
も
多

い
の
で
注
意
す
る
よ
う
。
ま
た
、

症
状
ら
し
き
も
の
が
出
た
ら
、
早

く
受
診
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

▼つつが虫

子宮がん
昨
年
佐
井
村
で
は
２
名
の
子
宮

が
ん
患
者
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
残
念
な
が
ら
１
名
は
死
亡
し

て
お
り
ま
す
。
２
名
と
も
一
度
も

子
宮
が
ん
検
診
を
受
け
て
お
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
６０
才
以
上
の
方
で

す
。
い
か
に
早
期
発
見
が
大
事
か

と
い
う
こ
と
で
す
。

］‥
子
宮
が
ん
検
診
の
実
施
状
況

５
月
６
日
・
１３
日
の
２
日
間
で

実
施
し
ま
し
た
検
診
結
果
は
、
表

の
と
お
り
で
す
。

昨
年
よ
り
３
名
多
く
２５
パ
ー
セ

ン
ト
で
す
が
、
地
区
に
よ
り
ば
ら

つ
き
が
あ
り
、
昨
年
よ
り
受
診
者

が
多
か
っ
た
地
区
、
少
な
か
っ
か

地
区
が
あ
り
ま
す
。

罔
子
宮
が
ん
検
診
に
ま
よ
わ
ず
参

加
し
ま
し
ょ
う
。

毎
年
受
け
て
い
て
も
、
異
常
が

発
見
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
休
ま
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

６１
年
度
の
検
診
目
標
４００
人
、
１２

月
に
二
次
検
診
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
今
回
都
合
で
受
け
な

か
っ
た
方
は
ぜ
ひ
受
け
て
下
さ
い
。

６１年庠 吊宜がん堵診の宙施状没

７ 月 の
保健事業

７
日
㈲

両
佐
井
成
人
病
教
室

１０
日
出

妊
婦
検
診

２５
日
座

乳
児
相
談
（
離
乳
食
調

理
実
習
）

股
脱
検
診
（
大
間
病
院

午
後
一
時
）



税
務
だ
よ
り

所得税第１期分の納期は
７月３１日 まで

七
月
は
、
所
得
税
の
予
定
納
税

第
一
期
分
の
納
税
を
す
る
月
で
す
。

所
得
税
は
、
七
月
（
第
一
期
分
）

と
十
一
月
（
第
二
期
分
）
に
予
定

納
税
を
し
、
翌
年
の
確
定
申
告
で

精
算
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

第
一
期
分
の
納
期
は
七
月
一
日

か
ら
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

納
税
は
期
限
内
に
済
ま
せ
ま
し

７ 月 ３１ 日 は

国民健康保険税（第１期）

の納期限です
Ｏ

納期内納付にご協力ください

税に関する高校生の

作文を募集します

国
税
庁
で
は
、
高
校
生
の
み
な

さ
ん
か
ら
税
に
関
す
る
作
文
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
は
、
税
に
つ
い
て
日
頃

考
え
て
い
る
こ
と
や
意
見
な
ど
、

税
に
関
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
何
で

も
結
構
で
す
。

作
文
は
一
人
一
編
。
三
千
字
以

内
で
、
九
月
五
日
（
金
）
ま
で
に

税
務
署
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
さ
れ
た
作
文
の
う
ち
優
秀
な

も
の
に
は
、
国
税
庁
長
官
賞
や
仙

台
国
税
局
長
賞
な
ど
が
贈
ら
れ
ま

す
。

０３５
む
つ
市
小
川
町
一
―
一
〇
―
五

む
つ
税
務
署

財産の運用と税預
貯
金
の
利
子
、
株
式
な
ど
の

配
当
、
有
価
証
券
や
金
の
売
却
に

よ
る
利
益
な
ど
、
財
産
の
運
用
に

よ
る
利
益
に
は
所
得
税
が
か
か
り

ま
す
。
こ
れ
ら
財
産
の
運
用
に
よ
る
利

益
の
中
に
は
、
確
定
申
告
を
要
す

る
も
の
、
源
泉
徴
収
だ
け
で
課
税

が
終
る
も
の
、
非
課
税
と
な
る
も

の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

〇
利
子
の
非
課
税
制
度

ｊ４ぐ ｊ３ぐ ｊ２ぐ ｊ１ぐ

種

類

財
形
貯
畜

財
形
年
金
貯
畜

イ

郵
便
貯
金
（
囗
を
除
く
）

口

住
宅
積
立
郵
便
貯
金

特
別
マ
ル
優

マ
ル
優

あ
わ
せ
て

五
〇
〇
万
円

三
〇
〇
万
円

五
〇
万
円

三
〇
〇
万
円

三
〇
〇
万
円

非
課
税
限
度
額

※
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
以
外

合
計

九
五
〇
万
円

※
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

合
計
一
、四
五
〇
万
円

合

計

年
金
だ
よ
り

６４歳 までの方は

国民年金に

任意加入できます

四
月
一
日
か
ら
、
六
十
歳
以
上

六
十
五
歳
未
満
の
方
は
、
国
民
年

金
に
任
意
加
入
で
き
る
よ
う
に
改

正
さ
れ
ま
し
た

六
十
歳
に
な
っ
た
時
点
で
加
入

期
間
が
少
し
足
り
な
い
た
め
年
金

が
受
け
ら
れ
な
い
方
や
、
保
険
料

の
未
納
な
ど
が
あ
っ
て
満
額
年
金

と
な
ら
な
い
方
は
、
こ
の
六
十
歳

か
ら
の
任
意
加
入
制
度
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
す
で
に
国
民
年
金
の

老
齢
年
金
や
通
算
老
齢
年
金
を
繰

り
上
げ
請
求
し
て
い
る
方
や
、
満

額
年
金
を
確
保
し
て
い
る
方
に
つ

い
て
は
、
任
意
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

詳
し
い
こ
と
は
、
民
生
相
談
課

国
民
年
金
の
係
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

８月期分の老齢福祉年金

を受けたら証書の提出を

県
国
民
年
金
課
で
は
、
毎
年
一

回
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
方
の

所
得
と
公
的
年
金
額
の
調
査
、
お

よ
び
配
偶
者
と
扶
養
義
務
者
の
所

得
審
査
を
行
い
、
向
こ
う
一
年
間

の
福
祉
年
金
支
給
額
を
決
定
し
て

い
ま
す
。

郵
便
局
で
、
八
月
分
の
老
齢
福

祉
年
金
を
受
給
し
ま
し
た
ら
、
早

め
に
そ
の
国
民
年
金
証
書
を
役
場

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
提
出
を
忘
れ
ま
す
と
、
十

一
月
か
ら
の
老
齢
福
祉
年
金
が
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

な
お
、
法
律
改
正
に
よ
り
障
害

福
祉
年
金
な
ど
は
、
基
礎
年
金
に

移
行
し
、
す
で
に
新
し
い
証
書
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
方
の

回
収
に
つ
い
て
は
不
要
で
す
。



交佞だより

佐 井 村

交通安全母の会

家
族

で
交

通
安

全
会
議

を

大
間
警
察
署
交
通
係
長

竹

内

豊

彦

警
察
で
は
、
み
な
さ
ん
の
尊
い

生
命
を
悲
惨
な
交
通
事
故
か
ら
守

る
た
め
に
、
交
通
安
全
協
力
団
体

の
協
力
を
得
て
、
い
ろ
い
ろ
な
交

通
事
故
防
止
対
策
を
た
て
て
、
こ

れ
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年

全
国
で
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
傷

者
は
、
死
者
九
、
二
六
一
人
、
傷

者
六
八
〇
、
一
〇
〇
人
、
と
な
っ

て
お
り
、
青
森
県
で
も
、
死
者
一

二
一
人
（
前
年
比
一
〇
大
増
）
、

傷
者
九
、
七
三
六
人
と
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

交
通
事
故
は
、
身
近
に
体
験
し

た
こ
と
の
な
い
大
に
は
、
何
か
他

人
事
の
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
大
量
交
通
時
代
、
国
民
皆
免

許
時
代
を
迎
え
た
今
日
、
他
人
事

で
は
な
く
な
っ
て
来
て
い
る
の
で

す
。
こ
の
よ
う
に
多
発
し
て
い
る

交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、

交
通
安
全
に
つ
い
て
の
、
み
な
さ

ん
の
理
解
と
協
力
を
求
め
る
よ
り

他
に
方
法
が
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
の
で
す
。

大
間
警
察
署
管
内
の
小
、
中
、

高
等
学
校
へ
交
通
安
全
教
室
に
行

っ
た
際
に
、
「
み
な
さ
ん
の
家
庭

で
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
、
家
族

で
話
し
合
い
を
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
Ｊ
と
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
、

ほ
と
ん
ど
の
家
庭
で
な
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
で
し
た
。

交
通
安
全
教
育
は
、
警
察
、
学

校
、
そ
の
他
の
交
通
安
全
協
力
団

体
等
が
や
っ
て
く
れ
る
も
の
だ
…

と
い
っ
た
間
違
っ
た
考
え
方
を
も

っ
て
い
ら
れ
る
方
が
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
日
の
よ
う
に
厳
し
い
交
通
情

勢
の
中
に
あ
っ
て
は
、
各
自
が
交

通
安
全
に
つ
い
て
の
理
解
を
高
め
、

お
互
い
が
協
力
し
合
っ
て
い
か
な

い
と
、
こ
の
交
通
事
故
を
減
少
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。

各
家
庭
に
よ
っ
て
は
、
自
動
車

バ
イ
ク
、
自
転
車
等
の
乗
り
物
が

あ
り
、
子
ど
も
、
お
年
寄
り
等
の

交
通
弱
者
の
居
る
家
庭
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
こ
れ
ら
の
家
庭
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
に
あ
っ
た
家
族
み

な
さ
ん
で
、
交
通
安
全
に
つ
い
て

話
し
合
い
の
機
会
を
つ
く
り
、
こ

れ
を
実
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
な

ら
、
交
通
事
故
は
今
の
半
分
以
下

に
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。
お
互
い
に
思
い
や
り
、
注
意
し

合
う
こ
と
が
交
通
安
全
の
基
本
で

あ
り
ま
す
か
ら
、
各
家
庭
に
お
い

て
話
し
合
い
の
機
会
を
つ
く
り
、

交
通
事
故
の
当
事
者
と
な
ら
な
い

よ
う
、
お
互
い
に
注
意
し
合
っ
て

く
だ
さ
い
。

ス
ト

ッ

プ

マ
ー

ク

に
参

加

し

て

佐
井
坐（
年
佐
々
木
亜
古

六
月
六
日
、
飛
び
出
し
防
止
の

た
め
の
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
を
つ
け

る
に
、
妹
の
美
加
子
と
二
人
で
駐

在
所
の
前
に
ホ
ウ
キ
を
も
っ
て
か

け
つ
け
ま
し
た
。

み
ん
な
集
っ
て
い
て
、
部
長
さ

ん
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
に
、
毋
の

会
か
ら
作
業
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
一
人
は
足
型
を
家
の
前
に
つ

け
る
ゆ
る
し
を
も
ら
う
人
、
二
人

目
は
ホ
ウ
キ
で
地
面
を
は
く
人
、

三
人
目
は
足
型
を
お
く
人
、
四
人

目
は
ペ
ン
キ
で
か
く
人
で
、
母
の

仝
は
、
車
か
ら
私
た
ち
を
守
っ
て

く
れ
る
役
目
で
し
た
。

今
年
か
ら
は
、
お
と
な
の
足
型

と
小
さ
な
子
ど
も
の
足
型
の
二
つ

つ
け
ま
し
た
。
こ
の
小
さ
な
足
型

に
き
ち
ん
と
止
ま
っ
て
、
絶
対
に

飛
び
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
も
ら

い
た
い
と
私
は
思
い
ま
し
た
。
な

ぜ
か
と
言
う
と
、
新
聞
に
い
つ
も

子
ど
も
の
飛
び
出
し
事
故
の
記
事

が
載
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

長
尾
さ
ん
の
前
で
は
「
あ
つ
い

で
し
よ
。
ご
苦
労
さ
ま
」
と
い
っ

て
ジ
そ
Ｉ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
は
、
足
型
を
つ
け
る
く
ら
い
と

思
っ
て
い
た
け
ど
、
心
を
こ
め
て

一
生
懸
命
作
業
を
し
た
ら
、
少
し

疲
れ
ま
し
た
。
で
も
妹
や
弟
の
命

が
守
れ
る
の
で
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

家
に
帰
っ
て
か
ら
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
と
話
し
合
い
ま
し
た
。

私
た
ち
家
族
も
、
交
通
事
故
な
ど

に
あ
わ
な
い
で
幸
せ
に
楽
し
く
す

ご
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
絶
対
安

全
運
転
を
し
て
く
だ
さ
い
。



交

通

安

全

に

お

手

伝

い
し

て

佐
井
小
六
年

奥
本

直
子

佐

井

小

学

校

の
運

動
会

の
次

の

日

、

交

通

安

全
母

の
仝

か

ら

の

放

送
を

聞

き

ま
し

た

。

母

さ

ん

が
「
忙

し

い
し

て
直

子

行

っ
て

」

と

言

っ
た

の

で

、
と

な

り

の
加

奈

子

さ
ん

と
二

人

、
ほ

う

き

を

も

っ
て
家

を

出

ま

し

た
。

駐

在

所

に

着
く

と

、

山

崎
会

長

さ

ん

た

ち

が
い
ま

し

た

。

み
ん

な

集

っ
て

か

ら
、

大

佐

井

と
古

佐

井

に

分

か

れ

て
仕

事

を
す

る
こ

と

に

な

り

ま
し

た
。

私

は

ペ
ン
キ

で

足

の

型
を

と

る

係

で

し

た

。
古

佐

井

の
東

出

さ

ん

の
と

こ

ろ

か
ら

や

ま
こ

め
さ

ん

の

と

こ

ろ

ま

で
私

た

ち

が
や

り

ま

し

た

。

暈

後

は

疲
れ

て

き
ま

し

た

が

み

ん

な

も

疲
れ

て

い
る

に
ち

が

い

な

い
と
思

っ
て

が
ん

ば
り
ま
し
た
。

と
き
ど
き
「
ご
苦
労
さ
ま
」
と
声

を
か
け
て
く
れ
る
人
も
い
れ
ば
、

何
も
言
わ
ず
通
り
す
ぎ
て
い
く
人

も
い
ま
し
た
。

作
業
が
終
っ
て
か
ら
駐
在
所
で

ジ
ュ
ー
ス
や
お
菓
子
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

あ
と
で
私
は
、
こ
ん
な
作
業
を

佐
井
で
行
っ
て
い
る
か
ら
交
通
事

故
も
あ
ま
り
な
い
ん
だ
。
私
た
ち

は
、
み
ん
な
の
命
を
助
け
る
大
事

な
仕
事
を
し
た
ん
だ
。
参
加
し
て

良
か
っ
た
。
と
思
い
ま
し
た
。

ス
ト

ッ

プ

マ

ー

ク

付

け

に

出

て

佐
井
小
五
年

木
村

孝
之

六
月
六
日
、
交
通
安
全
母
の
会

の
呼
び
か
け
で
、
ス
ト
ッ
プ
マ
ー

ク
付
け
に
出
か
け
ま
し
た
。

お
と
な
二
人
と
子
ど
も
三
人
で

一
組
に
な
り
ま
す
。
飛
び
入
り
の

参
加
も
あ
っ
た
の
で
、
班
の
人
数

は
だ
ん
だ
ん
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

ほ
う
き
と
ペ
ン
キ
と
、
型
と
は

け
を
も
っ
て
出
発
で
す
。
大
佐
井

と
古
佐
井
に
分
か
れ
て
付
け
ま
す
。

ぼ
く
の
班
は
、
大
佐
井
を
や
り

ま
し
た
。
の
り
人
君
の
お
母
さ
ん

と
会
長
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
で
す
。

子
ど
も
は
、
よ
し
は
る
君
、
み
ゆ

き
さ
ん
、
ま
さ
と
君
、
た
く
み
君

で
す
。
ぼ
く
は
、
ス
ト
ッ
プ
マ
ー

ク
を
付
け
て
も
い
い
か
聞
く
係
で

す
。ぼ
く
た
ち
が
一
生
懸
命
や
っ
て

い
た
ら
、
金
沢
さ
ん
や
長
尾
さ
ん

松
原
さ
ん
か
ら
、
ゼ
リ
ー
や
ジ
ュ

ー
ス
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
「
ご
苦
労
さ
ま
」

「
が
ん
ば
っ
て
ま
す
ね
」
と
声
を

か
け
ら
れ
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
良
い
こ
と
を
す
る
と

と
て
も
い
い
気
も
ち
に
な
り
ま
す
。

こ
ん
な
機
会
が
会
っ
た
ら
、
ま
た

出
る
ぞ
。
と
思
い
ま
し
た
。

こぞんじですか

車両等の燈火
（道交法第５２条）

車
両
等
（
白
転
車
含
む
）
は
、

夜
間
道
路
に
あ
る
時
（
走
行
・
停

車
な
ど
）
は
、
前
照
灯
、
車
幅
灯

尾
灯
、
そ
の
他
の
灯
火
を
つ
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

違
反
す
る
と
三
万
円
以
下
の
罰

金
を
課
せ
ら
れ
ま
す
。

死
角
に
入
る
な
①

右
折
で
安
全
確
認
を
怠
る
と

”飛
び
出
し
”
と
同
じ

自動二輪車は、車体か」佶 いので他のドラ

イバーから見つけられ匚くく、また自動車の

陰に隠れてしまうことがあつまず。

図のよう 匸、一矧こ右折する自 動車がにた

り、対向車線匚右折車がいると、ライダーは

それぞれの自動車の陰に隠れてしまいます。

つまり、対［白］直進車のドライバーの死角に入

ってしまうのです。もし、ライダーガ直進車

の有無を確認せずに曲がったらどうなるでし

ょう。直進車から見れば 飛゙び出しノ と同じ

ことになります。ド ライバーガライダーを発

見してブレ ーキを踏んでも闘に合わないとい

う、最悪の事態にもなり力ねません。

右折をするときは、他の車の動きや前後、

左右の安全を目と耳で必ず確かめるようにし

てください。



ご

存

知

で

す

か

建

設

業

関

係

の

み

な

さ

ん

建
設
業
を
営
む
方
々
、
及
び
建

設
現
場
で
働
く
皆
さ
ん
、
国
が
作

っ
た
「
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
」

を
ご
存
知
で
す
か
。

こ
の
制
度
は
、
昭
和
三
十
九
年

に
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
に
よ

り
作
ら
れ
た
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
の
特
色
は
、
一
般
の

退
職
金
の
よ
う
に
労
働
者
が
事
業

所
を
や
め
た
時
支
払
わ
れ
る
退
職

金
で
な
く
、
建
設
業
と
い
う
一
つ

の
業
種
の
中
で
働
く
限
り
、
事
業

所
号
雇
用
さ
れ
た
期
間
全
部
を
通

算
し
て
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、

い
わ
ば
建
設
業
界
ぐ
る
み
の
退
職

金
制
度
で
す
。

退
職
金
は
、
国
の
制
度
で
す
か

ら
、
確
実
、
安
全
で
あ
り
、
極
め

て
有
利
な
利
回
り
で
計
算
さ
れ
て

い
ま
す
。

現
在
、
全
国
で
十
二
万
の
事
業

主
、
一
六
二
万
人
の
労
働
者
が
こ

の
制
度
に
加
入
し
、
退
職
金
の
積

立
て
が
行
わ
れ
、
す
で
に
三
十
六

万
人
の
労
働
者
が
退
職
金
を
受
け

取
り
、
そ
の
額
は
六
〇
〇
億
円
を

超
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
制
度
に
つ
い
て
詳
し
い
こ

と

は
、

左

記

に

お

問

い
合

せ

く

だ

さ

い

。

０３０

青

森
市

安
方
一
丁

九
－

十

三

青

森
県

建
設

仝

館
内

容
○

一

七

七

（
三

一
）

七
六

一

一

税務

職員
募集

仙

台
国

税
局

で

は

、

税

務
職

員

を

募

集
し

て

い
ま

す

。

（

採
用

後

税

務

大

学

校

普
通

科

へ

入

校
）

採

用

試

験

は
次

の
と
お
り

で
す

。

〈
受

験

資

格

〉

昭

和

４１

年

４
月

２

日

～

昭

和

４４

年

４
月

１

囗
生

れ

〈
申

込

期

間

〉

７

月

９

日

～

７
月

１６

日

ま

で

〈
試

験

日

〉

第

一
次

試

験

１０

月

５

日

（
教

養
・

適

性

・
作

文

試

験

）

第

二

次

試

験

１１一
月

１０

日

か

ら

一
１１一
月

２２

囗

の
う

ち
１

囗

（
人

物
試

験

及

び

身

体
検

査

）

〈
最

終
合

格

者

発

表
〉

１２

月
１９

日

蚕
申

込
用

紙

の

請

求
な

ど

詳
し

い

こ

と

は
、

む

つ

税

務
署

総

務

課

に

お
尋

ね
く

だ

さ

い

。

？

口

上

三

一
九
四

「

サ

マ

ー

ジ

ャ

ン

ボ

宝

く

じ

」

（
別

称

市

町

村

振

興
宝

く

じ

）

七

月
中

旬

か
ら

サ

マ
ー

ジ

ャ
ン

ボ
宝

く
じ

の
予

約

申

込

が
開

始

さ

れ

ま

す

。

こ

の
宝

く

じ

の

収

益
金

は

、

市

町

村

の
災

害

対

策

と

明

る
く

住

み

よ

い
街

づ
く

り

等
に
使
わ
れ
ま
す
。

申

込
方

法

等

く

わ
し

い
こ

と

は

七

月

十
五

日

（
火

）

の
新

聞

（
朝

刊

）

紙
上

に
発

表

さ

れ
ま

す

。

愛！ それは献血

〈愛の血液助け合い運動》

事業所統計調査に

ご協力を
●
国
政
選
挙
と
時
期
が
重

な
っ
た
た
め
、
調
査
員

が
お
伺
い
す
る
時
期
が

遅
れ
て
お
り
ま
す
。

７月１日現在で実施

火

事
・
緊

急

の

場

合

は

一

一

九

番

ヘ

サ
イ
レ
ン
の
試
験
日
は

毎
月
一
日
、
十
五
日
（
正
午
）

佐
井
消
防
分
署酋

三
八
一

二
二
六
六

一

」

○

番

は

い

ぺ
）
う

ぃ
て

ゆ
っ
く
り
正

「

い
た
ず

ら
電
話

」

は
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

＝
大
間
警
察
署
佐
井
駐
在
所
＝



あ
な
た
は
、
サ
サ
の
花
を
見
た

こ
と
あ
り
ま
す
か
。
サ
サ
の
花
が

咲
く
（
○
○
年
に
一
度
）
と
、
世

の
中
が
悪
く
な
る
。
－

凶
年
で

あ
る
。
－

野
ネ
ズ
ミ
が
ど
っ
と

殖
え
る
。
－

な
ど
と
古
く
か
ら

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

け
れ
ど
も
、
ソ
ン
ナ
に
気
に
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
言
っ

て
も
牧
野
図
鑑
に
も
、
花
は
「
稀

に
」（
ま
れ
に
）
と
で
て
い
ま
す
。

佐
井
村
で
普
通
、
サ
サ
と
い
わ

れ
る
の
は
「
ク
マ
ザ
サ
」
で
す
。

熊
笹
と
書
く
人
も
い
て
、
深
い
山

の
熊
を
思
わ
せ
ま
す
が
、
こ
の
熊

笹
は
別
種
で
す
。

佐
井
の
も
の

は
「
隈
笹
」
と
書
き
、
葉
縁
が
白

く
な
る
の
で
、
ヘ
リ
ト
リ
ザ
サ
、

ま
た
刀
身
の
焼
紋
に
も
み
た
て
て
、

ヤ
キ
バ
ザ
サ
と
も
。

佐
井
の
山
奥
の
も
の
は
、
高
さ

三
メ
ー
ト
ル
に
も
な
り
、
根
部
は

親
指
大
で
、
弓
な
り
に
曲
る
、
ネ

マ
ガ
リ
ダ
ケ
（
ク
マ
イ
ザ
サ

ー
チ

マ
キ
ザ
サ
と
も
）
で
す
。

ク
マ
ザ
サ
は
、
ホ
モ
ノ
科
で
、

稲
の
仲
間
、
ク
マ
と
は
古
語
で
米

を
意
味
す
る
と
、
民
俗
学
者
は
言

っ
て
い
ま
す
。
会
津
藩
で
は
、
こ

の
サ
サ
の
穂
米
で
、
飢
饉
（
凶
作

に
よ
る
飢
え
）
を
し
の
え
だ
と
い

へ
笹
に
黄
金
が
エ
イ
ー
ま
た
生

り
下
る
…
…
の
詞
も
、
笹
米
を
意

味
し
て
い
る
と
か
。
花
の
咲
い
た

だ
サ
サ
は
？

枯
れ
死
に
ま
す
。

ど
う
も
良
く
な
い
事
を
並
べ
て

ス
ミ
マ
セ
ン
。

歳六時 記

ラジオ体操

年
中
放
送
さ
れ
て
い
る
ラ
ジ
オ

体
操
で
す
が
、
何
と
な
く
夏
の
季

語
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
夏
休
み

中
に
は
、
各
地
で
ラ
ジ
オ
体
操
の

会
が
行
わ
れ
た
り
し
て
、
体
操
人

口
が
増
え
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
夏
に
は
、
夏
季
巡
回
ラ
ジ

オ
体
操
と
い
う
こ
と
で
、
全
国
各

地
の
ラ
ジ
オ
体
操
会
の
会

場
か
ら
の
中
継
放
送
が
行

わ
れ
ま
す
し
、
年
一
回
の

中
央
大
会
も
夏
に
あ
り
ま

す
。
今
年
の
中
央
大
会
は

天
皇
陛
下
御
在
位
六
十
年

記
念
と
い
う
こ
と
で
、
東

京
の
神
宮
外
苑
で
八
月
三

日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
で
ラ
ジ

オ
体
操
が
初
め
て
放
送
さ

れ
た
の
は
、
昭
和
三
年
十

一
月
一
日
の
こ
と
で
す
。

戦
後
一
時
中
断
し
ま
し
た

が
、
そ
の
後
今
日
ま
で
ず
っ
と
続

い
て
い
る
わ
け
で
す
。
ラ
ジ
オ
体

擽
と
い
う
か
ら
に
は
ラ
ジ
オ
で
放

送
さ
れ
る
わ
け
で
す
が
、
ラ
ジ
オ

だ
け
で
な
く
、
現
在
は
テ
レ
ビ
か

ら
も
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｈ

Ｋ
テ
レ
ビ
の
テ
レ
ビ
体
操
の
な
か

で
、
ラ
ジ
オ
体
操
を
や
っ
て
い
る

の
で
す
。
テ
レ
ビ
だ
と
体
の
動
か

し
方
が
目
に
見
え
て
い
い
か
ら
と
、

高
齢
者
の
方
な
ど
に
も
人
気
が
あ

り
ま
す
。

そ
れ
と
、
こ
の
テ
レ
ビ
体
操
の

新
し
い
利
用
法
が
静
か
な
ブ
ー
ム

に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
朝
の

六
時
半
に
起
き
る
の
は
つ
ら
い
と

か
、
朝
は
あ
わ
た
だ
し
く
て
、
と

い
う
人
が
ビ
デ
オ
で
こ
の

番
組
を
録
画
し
て
お
い
て
、

自
分
の
都
合
の
つ
く
時
間

に
体
操
す
る
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
健
康
づ
く

り
と
共
に
最
近
大
き
な
関

心
を
集
め
て
い
る
の
が
安

全
の
問
題
で
す
。

七
月
一
日
は
「
国
民
安

全
の
日
」
で
す
。
こ
の
日

が
制
定
さ
れ
た
の
は
、
昭

和
三
十
五
年
、
高
度
成
長

で
労
働
災
害
な
ど
が
増
加

し
だ
し
た
時
期
で
す
。
七

月
一
日
と
し
た
の
は
、
こ
の
日
か

ら
一
年
の
後
半
が
始
ま
る
の
で
、

気
を
ひ
き
し
め
て
い
こ
う
と
い
う

こ
と
だ
そ
う
で
す
。

わ
た
し
た
ち
の
身
の
回
り
に
は

危
険
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
の
日

に
あ
た
っ
て
、
暮
ら
し
の
中
の
安

全
点
検
を
習
慣
化
し
た
い
も
の
で

す
。



七

目
二

日

か
ら

七

月

三

十

一

日
ま

で

、

。
社

会

を

明
る
く
す
る
運
動

”

が
行

わ

れ
ま

す

。

こ

の

運
動

は

、

す

べ

て

の
国

民

が
、

犯

罪

の

防

止

と

罪

を
犯

し

た

人

た

ち

の

更

生

に

つ

い
て

理
解

を

深

め
、

地

域

に

お

い
て

そ

れ

ぞ
れ

が
力

を
合
わ
せ
、
犯
罪
の
な
い
社
会
を

築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で

あ
り
ま
す
。

全
国
的
な
犯
罪
、
と
り
わ
け
少

年
非
行
を
み
る
と
、
そ
の
発
生
件

数
は
依
然
高
水
準
に
あ
り
、
内
容

的
に
も
、
殺
人
、
強
盗
な
ど
の
凶

悪
事
件
や
薬
物
濫
用
事
件
、
女
子

少
年
の
性
非
行
が
多
発
し
て
お
り
、

さ
ら
に
非
行
の
低
年
令
化
か
す
す

み
、
陰
湿
な
「
い
じ
め
」
に
関
連

す
る
事
件
が
増
加
し
て
社
会
問
題

化
す
る
な
ど
、
そ
の
動
向
は
引
き

続
き
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

村
内
に
お
い
て
は
、
憂
慮
す
べ

き
少
年
の
非
行
は
み
ら
れ
ま
せ
ん

が
、
少
年
非
行
は
遊
興
的
、
享
楽

的
な
社
会
風
潮
を
反
映
す
る
と
と

も
に
、
家
庭
、
学
校
、
職
場
及
び

地
域
社
会
に
お
け
る
人
間
関
係
の

希
薄
化
等
に
よ
る
と
こ
ろ
が
少
な

く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
少

年
非
行
防
止
の
た
め
、
関
係
者
は

も
と
よ
り
、
少
年
を
取
り
巻
く
地

域
住
民
一
人
一
人
が
絶
え
ず
力
を

合
わ
せ
、
非
行
の
原
因
と
な
る
事

態
の
改
善
や
非
行
に
陥
っ
た
少
年

の
更
生
の
た
め
に
、
一
層
幅
広
い

地
域
活
動
を
実
施
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
運

動
の
具
体
的
な
活
動
と
し
て
、
む

つ
・
下
北
地
区
保
護
司
会
で
は
、

七
月
十
日
、
十
一
日
の
二
日
間
に

わ
た
っ
て
、
佐
井
村
を
起
点
と
し

て
下
北
一
周

。愛
の
キ
ャ
ラ
バ
デ

を
派
遣
し
ま
す
。
明
る
い
社
会
を

築
く
た
め
、
住
民
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
重
点
目
標

「
地
域
活
動
の
推
進
に
よ
る
少

年
の
非
行
防
止
と
更
生
の
援
助
」

○
標
語
防
ご
う
非
行

助
け
よ
う
立
ち
直
り

佐

井

村

青
少
年
育
成
佐
井
村
民
会
議

む
っ
・
下
北
地
区
保
護
司
会

配線器具の過熱は

電気事故の赤信号．／

使用中に熱くなるコンセント やスチッチな

どを、そのまま使用するのは危険です。

修理してから使用しましよう。

（財）東北電気保安協会

高温多湿は

細菌が増える
最適環境

一夏の食中毒
にご用心－

満１歳になります

佐々木良慶ちゃん

寛昭・好子
（古佐井）

戸籍の窓口
６月１７日現在

○ お 誕 生 お め で と う

佐々木智子（次男） 磯 谷

坂井 祐太（幸人） 牛 滝

内田 誉紀（志郎） 長 後

竹内 直子（芳規） 古佐井

○ ご 結 婚 お め で と う

（松 林 雷 二 古佐井

鈴 木 康 子 三浦市

（宮 川 英 徳 大佐井

蛯 子 靜 子 大間町
（渡 邊 憲 治 青森市

山 本 敏 子 古佐井
（長 崎 勝 己 大佐井

古屋敷 淑 子 東北町
（加 藤 豊 原 田

大 坂 しげ子 原 田

○ おくやみ申し上げ ます

金丸 この（嘉一郎）大佐井

若山 良司（君 夫）古佐井
松谷 きぬ（侃 治）大佐井

上山 金鷹（ 實 ）川 目

樋口 さっ（義 照）大佐井

福田 ナミ（時三郎）大佐井

今 喜代一（さ た）古佐井

能登 はぎ（孫 義）大佐井

５月３１日現在人口（前月比）

男 ２，０２７ （－１）
女 １，９９０ （土㈲
計 ４，０１７ （－１）
世帯数 １，１２８ （－３）
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